
(57)【要約】

【課題】樹脂成形によって回転子の軽量化を図りつつ、

同時にバランス調整可能な回転子を提供する。

【解決手段】本発明に係る電動機の回転子では、磁石４

を埋め込まれた積層鉄心３を挟み込んでいる片方のエン

ドプレート２０が、樹脂製の終端リング９と金属製の終

端リング１０とによる一体構造を有していることである

。この樹脂製の終端リング９と金属製の終端リング１０

は、お互いが接する部分に、それぞれが嵌り合う段差形

状１２を有している。さらに、樹脂製の終端リング９と

金属製の終端リング１０は、同心であるため、回転子軸

１に挿入されると、これらは一体となってエンドプレー

ト２０を形成することとなる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
回 転 子 軸 と 、
磁 性 鋼 板 を 軸 方 向 に 積 層 し て 形 成 さ れ る 積 層 鉄 心 と 、
積 層 鉄 心 の 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 介 し て 配 置 さ れ る と と も に 、 軸 方 向 に 開 口 し て 形 成 さ れ
る 複 数 の 開 口 部 と 、
複 数 の 開 口 部 に そ れ ぞ れ 嵌 挿 さ れ る 磁 石 と 、
積 層 鉄 心 の 軸 方 向 の 両 端 に 配 さ れ 、 積 層 鉄 心 と 磁 石 の 軸 方 向 の 動 き を 規 制 す る 終 端 板 対 と
、
を 含 む 電 動 機 の 回 転 子 で あ っ て 、
前 記 終 端 板 対 の 少 な く と も １ つ は 、
樹 脂 か ら な る 第 １ の 終 端 リ ン グ と 、
第 １ の 終 端 リ ン グ と 同 心 で あ っ て 、 バ ラ ン ス 調 整 の た め に 設 け ら れ る 、 金 属 か ら な る 第 ２
の 終 端 リ ン グ と 、
に よ っ て 一 体 構 造 を 有 す る こ と 、
を 特 徴 と す る 電 動 機 の 回 転 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 動 機 の 回 転 子 、 特 に 、 積 層 鉄 心 の 動 き を 規 制 す る 終 端 板 を 樹 脂 で 成 形 す る 際
に 、 樹 脂 終 端 板 の 一 部 に バ ラ ン ス 調 整 の た め の 金 属 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 電 動 機 の
回 転 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 電 動 機 の 回 転 子 は 、 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う な 構 造 の も の が 一 般 的 で あ る 。 図 １ に
お い て 、 （ ａ ） は 横 （ Ａ － Ａ ） 断 面 図 、 （ ｂ ） は 左 側 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 回 転 子 を 組
み 立 て る に は 、 ま ず 、 回 転 子 軸 １ に マ グ ネ ッ ト エ ン ド プ レ ー ト ２ を 挿 入 し 、 そ の 上 に 磁 性
鋼 板 を 積 み 重 ね て 積 層 鉄 心 ３ を 形 成 す る 。 積 層 鉄 心 ３ に は 、 そ の 周 方 向 に 磁 石 ４ を 埋 め 込
む た め の 開 口 部 ５ が 設 け ら れ て お り 、 開 口 部 ５ は 積 層 鉄 心 ３ の 軸 方 向 に 貫 通 し て 開 口 し て
い る 。 こ の 開 口 部 ５ に 磁 石 ４ を 埋 め 込 ん だ 後 、 回 転 子 軸 １ に ロ ー タ エ ン ド プ レ ー ト ６ を 挿
入 す る 。 マ グ ネ ッ ト エ ン ド プ レ ー ト ２ と ロ ー タ エ ン ド プ レ ー ト ６ は 、 積 層 鉄 心 ３ と 磁 石 ４
を 挟 み 込 む よ う に 設 置 さ れ 、 積 層 鉄 心 ３ か ら 磁 石 ４ が 飛 び 出 す こ と を 防 止 し て い る 。 回 転
子 軸 １ は 、 マ グ ネ ッ ト エ ン ド プ レ ー ト ２ 、 磁 石 ４ を 埋 め 込 ん だ 積 層 鉄 心 ３ 、 ロ ー タ エ ン ド
プ レ ー ト ６ が 挿 入 さ れ た 状 態 で か し め 加 工 ７ を 受 け る 。 か し め 加 工 ７ に よ っ て 、 マ グ ネ ッ
ト エ ン ド プ レ ー ト ２ 、 磁 石 ４ を 埋 め 込 ん だ 積 層 鉄 心 ３ 、 ロ ー タ エ ン ド プ レ ー ト ６ は 、 回 転
子 軸 １ に 固 定 さ れ 、 回 転 子 の 組 み 立 て が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 近 年 の コ ス ト 改 善 や 電 動 機 効 率 向 上 の 要 請 か ら 、 回 転 子 の 軽 量 化 が 求 め ら れ て
い る 。 こ れ に 応 え る た め 、 従 来 、 金 属 部 品 で 構 成 さ れ て い た マ グ ネ ッ ト エ ン ド プ レ ー ト ２
や ロ ー タ エ ン ド プ レ ー ト ６ を 樹 脂 に 置 き 換 え る こ と に よ っ て 、 軽 量 化 を 図 る こ と が 行 わ れ
て い る 。 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 機 械 的 強 度 が 特 に 要 求 さ れ る 部 分 の み を 金 属 と し
、 こ の 他 の ロ ー タ コ ア を 合 成 樹 脂 に て 成 形 被 覆 す る こ と に よ り 、 こ の ロ ー タ コ ア の 軽 量 化
と 保 護 を 十 分 に 図 り な が ら 、 回 転 子 全 体 と し て 製 造 コ ス ト 、 製 品 コ ス ト を 低 減 し 、 軽 量 化
を も 実 現 す る 回 転 子 に 関 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ０ １ １ ５ ３ 号 公 報 　 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 回 転 子 に は 問 題 が あ る 。 回 転 子 を 組 み 立 て た 後 に は
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、 そ の 回 転 子 が 正 常 で あ る か を 検 査 す る た め に バ ラ ン ス 確 認 が 行 わ れ て い る 。 バ ラ ン ス が
と れ て い な い 場 合 、 回 転 子 は 、 そ の 回 転 時 に ブ レ が 発 生 し て し ま う た め 、 製 品 と し て 使 い
物 に な ら な い 。 そ こ で 通 常 は 、 金 属 で 形 成 さ れ て い る マ グ ネ ッ ト エ ン ド プ レ ー ト ２ や ロ ー
タ エ ン ド プ レ ー ト ６ を ド リ ル 等 の 工 具 で 研 削 し 、 バ ラ ン ス 調 整 を 行 っ て い る 。 こ こ で 、 上
記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 回 転 子 は 、 機 械 的 強 度 が 特 に 要 求 さ れ る 部 分 の み を 金 属 と し 、 そ の
他 の 部 分 を 合 成 樹 脂 に て 成 形 被 覆 す る も の で あ る 。 金 属 は 回 転 子 を 構 成 す る た め に 必 要 な
最 小 限 の 部 位 を 構 成 し て い る た め 、 こ の 金 属 部 分 を バ ラ ン ス 調 整 の た め に 削 り 込 む こ と は
好 ま し く な い 。 一 方 、 樹 脂 は 金 属 と 比 べ て 比 重 が 低 い た め 、 仮 に 樹 脂 を 研 削 等 し た と し て
も 大 量 に 削 り 込 ま な け れ ば な ら な い 。 つ ま り 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う な 回 転 子 で は
、 バ ラ ン ス 調 整 を 行 う こ と が 非 常 に 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 樹 脂 成 形 に よ
っ て 回 転 子 の 軽 量 化 を 図 り つ つ 、 同 時 に バ ラ ン ス 調 整 可 能 な 回 転 子 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 電 動 機 の 回 転 子 は 、 回 転 子 軸 と 、 磁 性
鋼 板 を 軸 方 向 に 積 層 し て 形 成 さ れ る 積 層 鉄 心 と 、 積 層 鉄 心 の 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 介 し て
配 置 さ れ る と と も に 、 軸 方 向 に 開 口 し て 形 成 さ れ る 複 数 の 開 口 部 と 、 複 数 の 開 口 部 に そ れ
ぞ れ 嵌 挿 さ れ る 磁 石 と 、 積 層 鉄 心 の 軸 方 向 の 両 端 に 配 さ れ 、 積 層 鉄 心 と 磁 石 の 軸 方 向 の 動
き を 規 制 す る 終 端 板 対 と 、 を 含 む 。 さ ら に 、 前 記 終 端 板 対 の 少 な く と も １ つ は 、 樹 脂 か ら
な る 第 １ の 終 端 リ ン グ と 、 第 １ の 終 端 リ ン グ と 同 心 で あ っ て 、 バ ラ ン ス 調 整 の た め に 設 け
ら れ る 、 金 属 か ら な る 第 ２ の 終 端 リ ン グ と 、 に よ っ て 一 体 構 造 を 有 す る こ と 、 を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 電 動 機 の 回 転 子 に つ い て 、 図 ２ 、 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 子 の 構 造 を 例 示 し て お り 、 （ ａ ） は 横 （ Ｂ － Ｂ ）
断 面 図 、 （ ｂ ） は 左 側 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 金 属 か ら な る 第 ２
の 終 端 リ ン グ を 示 し て お り 、 （ ａ ） は 横 （ Ｃ － Ｃ ） 断 面 図 、 （ ｂ ） は 左 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま ず 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 動 機 の 回 転 子 の 構 造 を 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 回 転
子 は 、 磁 性 鋼 板 を 軸 方 向 に 積 層 し て 形 成 さ れ る 積 層 鉄 心 ３ を 有 し て い る 。 こ の 積 層 鉄 心 ３
は 、 そ の 周 方 向 に 複 数 の 開 口 部 ５ を 有 し て お り 、 開 口 部 ５ は 、 軸 方 向 に 貫 通 し て 開 口 し て
い る 。 こ の 開 口 部 ５ は 、 磁 石 ４ を 埋 め 込 む た め の も の で あ る 。 磁 石 ４ を 埋 め 込 ま れ た 積 層
鉄 心 ３ は 、 そ の 軸 方 向 の 片 端 を 樹 脂 エ ン ド プ レ ー ト ８ に よ っ て 、 も う 片 方 の 端 部 を 樹 脂 製
の 終 端 リ ン グ ９ と 金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ に よ っ て 一 体 構 造 を 有 す る エ ン ド プ レ ー ト ２ ０
に よ っ て 、 挟 み 込 ま れ て い る 。 こ の 樹 脂 エ ン ド プ レ ー ト ８ と エ ン ド プ レ ー ト ２ ０ は 、 積 層
鉄 心 ３ か ら 磁 石 ４ が 飛 び 出 さ な い よ う に す る た め の も の で あ り 、 同 時 に 積 層 鋼 板 の 外 周 部
の 開 き を 規 制 す る 役 割 も 担 っ て い る 。 こ れ ら 磁 石 ４ を 埋 め 込 ま れ た 積 層 鉄 心 ３ と 樹 脂 エ ン
ド プ レ ー ト ８ 、 エ ン ド プ レ ー ト ２ ０ は 、 回 転 子 軸 １ に 固 定 さ れ 、 回 転 子 を 形 成 し て い る 。
こ の 際 の 固 定 方 法 と し て は 、 図 ２ で 示 す と お り 、 回 転 子 軸 １ に か し め 加 工 ７ を 施 す こ と に
よ っ て 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ こ で 、 一 体 に 成 形 固 定 さ れ た 積 層 鉄 心 ３ と エ ン ド プ レ ー ト ２ ０ は 、 そ の 内 周 面 に ２ つ の
凸 部 ２ １ を 有 し て い る 。 一 方 、 回 転 子 軸 １ に も 同 様 に 、 凸 部 ２ １ に 対 応 す る 位 置 に 凹 部 ２
２ が 存 在 し て い る 。 積 層 鉄 心 ３ と エ ン ド プ レ ー ト ２ ０ は 、 こ れ ら 凸 部 ２ １ と 凹 部 ２ ２ が 嵌
り 合 う よ う に し て 回 転 子 軸 １ に 挿 入 さ れ る 。 よ っ て 、 積 層 鉄 心 ３ と エ ン ド プ レ ー ト ２ ０ は
、 回 転 子 軸 １ に 対 す る 周 方 向 の 動 き を 規 制 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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こ こ で 、 本 発 明 に 係 る 電 動 機 の 回 転 子 の 構 造 で 特 徴 的 な こ と は 、 磁 石 ４ を 埋 め 込 ま れ た 積
層 鉄 心 ３ を 挟 み 込 ん で い る 片 方 の エ ン ド プ レ ー ト ２ ０ が 、 樹 脂 製 の 終 端 リ ン グ ９ と 金 属 製
の 終 端 リ ン グ １ ０ と に よ る 一 体 構 造 を 有 し て い る こ と で あ る 。 こ の 樹 脂 製 の 終 端 リ ン グ ９
と 金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ は 、 お 互 い が 接 す る 部 分 に 、 そ れ ぞ れ が 嵌 り 合 う 段 差 形 状 １ ２
を 有 し て い る 。 さ ら に 、 樹 脂 製 の 終 端 リ ン グ ９ と 金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ は 、 同 心 で あ る
た め 、 回 転 子 軸 １ に 挿 入 さ れ る と 、 こ れ ら は 一 体 と な っ て エ ン ド プ レ ー ト ２ ０ を 形 成 す る
こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ は 、 非 磁 性 金 属 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 図 ２ に 示 さ れ る
よ う な 位 置 に 配 置 さ れ る の で あ れ ば 、 磁 石 に 影 響 を 与 え な い の で 、 磁 性 の 有 無 は 問 わ な い
。 こ の 金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ は 、 回 転 子 が 組 み 上 が っ た 後 の バ ラ ン ス 調 整 の た め に 設 け
ら れ て お り 、 ド リ ル 等 の 工 具 に よ っ て 金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ を 研 削 す る こ と に よ り 、 回
転 子 全 体 の バ ラ ン ス 調 整 が 行 わ れ る 。 こ の 際 、 金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ は 、 十 分 な 表 面 積
を 有 し て お り 、 樹 脂 に 対 し て 比 重 が 十 分 高 い た め 、 バ ラ ン ス 調 整 を 容 易 に 実 施 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 樹 脂 エ ン ド プ レ ー ト ８ や 樹 脂 製 の 終 端 リ ン グ ９ と い う 、 あ ら か
じ め 成 形 加 工 さ れ た 樹 脂 材 料 を 用 い た 場 合 を 例 示 し た が 、 例 え ば 、 積 層 鉄 心 ３ 、 磁 石 ４ 、
金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ を 樹 脂 に て 一 体 に モ ー ル ド 成 形 固 定 し て も 良 い 。 つ ま り 、 回 転 子
軸 １ に 磁 石 ４ を 埋 め 込 ん だ 積 層 鉄 心 ３ と 金 属 製 の 終 端 リ ン グ １ ０ を 挿 入 し 、 か し め 加 工 を
行 っ て 回 転 子 軸 １ に 固 定 し た 後 、 こ れ ら を 鋳 型 内 に 設 置 し 、 そ の 鋳 型 に 樹 脂 を 注 入 す る こ
と に よ っ て 、 回 転 子 を 樹 脂 に て 一 体 に モ ー ル ド 成 形 固 定 す る 方 法 を 採 用 す る こ と も 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 は 、 樹 脂 成 形 に よ っ て 回 転 子 の 軽 量 化 を 図 り つ つ 、 同 時 に バ ラ
ン ス 調 整 可 能 な 回 転 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の 対 策 と し て
、 本 発 明 で は 、 樹 脂 で 成 形 さ れ る エ ン ド プ レ ー ト を 、 樹 脂 製 の 終 端 リ ン グ と 金 属 製 の 終 端
リ ン グ と に よ っ て 一 体 構 成 と す る こ と と し た 。 こ れ に よ っ て 、 エ ン ド プ レ ー ト の 一 部 を バ
ラ ン ス 調 整 の た め に 研 削 等 が 実 施 可 能 な 金 属 と し 、 そ の 他 の 部 分 を 樹 脂 に て 構 成 す る こ と
に よ り 、 回 転 子 の 軽 量 化 を 図 り つ つ 、 同 時 に バ ラ ン ス 調 整 可 能 な 回 転 子 を 提 供 す る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 電 動 機 の 回 転 子 の 一 般 的 な 構 造 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 子 の 構 造 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 金 属 か ら な る 第 ２ の 終 端 リ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 回 転 子 軸 、 ２ 　 マ グ ネ ッ ト エ ン ド プ レ ー ト 、 ３ 　 積 層 鉄 心 、 ４ 　 磁 石 、 ５ 開 口 部 、 ６
　 ロ ー タ エ ン ド プ レ ー ト 、 ７ 　 か し め 加 工 部 、 ８ 　 樹 脂 エ ン ド プ レ ー ト 、 ９ 　 樹 脂 製 の 終
端 リ ン グ 、 １ ０ 　 金 属 製 の 終 端 リ ン グ 、 １ ２ 　 段 差 形 状 、 ２ ０ 　 エ ン ド プ レ ー ト 、 ２ １ 　
凸 部 、 ２ ２ 　 凹 部 。
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【 図 ３ 】
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